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１ 生命（いのち）の安全教育の基本的な考え方 

⑴ 「性犯罪・性暴力対策の強化の方針（概要）」より 
(令和２年６月１１日 性犯罪・性暴力対策強化のための関係府省会議決定) 
  内閣府特命担当大臣（男女共同参画）を議長として、内閣府、警察庁 

法務省・文部科学省及び厚生労働省の局長級を構成員とする。 
※ 本方針は、性犯罪・性暴力への対策の第一歩として位置付けられるもの 
であり、関係府省が連携して取り組む政策・施策の検討や実施の具体的な 
方針・時期を示したものです。 

《はじめに》 

 性犯罪・性暴力の根絶に向けて、社会全体で実効性ある取組を速やか

に進めていくために、令和２年６月１１日に「性犯罪・性暴力対策強化

のための関係府省会議」において、「性犯罪・性暴力の強化の方針」が決

定されました。これを受け、令和２年６月１２日に文部科学省より「性

犯罪・性暴力の強化の方針の決定について」が通知され、その後、令和

３年４月１６日に文部科学省より「指導の手引き」が示されています。 

 近年、児童生徒が、性犯罪・性暴力の被害に遭うケースは全国的に増

加している状況です。 

こうしたことを踏まえ、本市では、小学校・中学校・特別支援学校の

校長や養護教諭、教育委員会の関係各課合同によるプロジェクトチーム

（ＰＴ）を立ち上げ、教職員向けの研修動画や教材等を配信しました。

（令和３年５月１２日通知）そして、この度、同ＰＴによって「生命（い

のち）の安全教育 指導の手引き」を作成しました。 

この指導の手引きを活用して、「生命（いのち）の安全教育」の意義や

目的を理解したうえで、計画的かつ系統的に、児童生徒が性暴力の被害

者や加害者、傍観者のいずれにもならないよう、取組の充実を図ってい

ただければ幸いです。 

性犯罪者に対する再犯防止施策の更なる充実 

被害申告・相談をしやすい環境の整備

刑事法に関する検討とその結果を踏まえた適切な処置 

性犯罪・性暴力の特性を踏まえた関係府省による取組

教育・啓発活動を通じた社会の意識改革と暴力予防

切れ目のない手厚い被害者支援の確率
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＜ねらい＞ 
◆  生命（いのち）の安全教育 
   「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」の「教育・啓発活動を通じた社会
の意識改革と暴力予防」の一環として、子供を性暴力の当事者にしないた
めの「生命（いのち）の安全教育」を推進する。 
性犯罪・性暴力を根絶していくためには、加害者にならない、被害者にな
らない、傍観者にならないための教育と啓発を行っていくことが必要であ
る。そのためには、子供たちに、そして、社会に、 

①生命（いのち）の尊さや素晴らしさ 
②自分を尊重し、大事にすること（被害者にならない） 
③他者を尊重し、大事にすること（加害者にならない） 
④一人一人が大事な存在であること（傍観者にならない） 

ということを学校教育全体で発達段階に応じて、系統的に取り組むこと
が重要である。 

＜目標＞ 
   性犯罪・性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないようにするために、自
分も他者も尊重するあり方を知り、性暴力についての正しい理解を深めるこ
とで、生命を大切にする考えや自分や他者、一人一人を尊重する態度等を、
発達段階に応じて身に付ける。 

⑵ 「性犯罪・性暴力対策の強化の方針の決定について（通知）」より 

（令和２年６月１２日 文部科学省） 

性犯罪・性暴力の加害者には、低年齢児を含め、子供を狙っている者もいる。 
また、 実の父親や義理の父親など、監護者や親族が加害者となる事例も多く、さ
らに、子供のうちはそれが性被害だと気が付かず、年齢を重ねていくうちに気が付
き、被害後、時間が経過してから心理的に大きな傷を受ける場合がある。本来子供
を性被害から守り、被害に遭った時に支えになるのは保護者や周囲の大人だが、
家庭内に加害者がいる場合や、虐待などが生じている家庭もあり、親が子供に何
をどのように教えればよいかが分からない場合など、家庭がこの機能を十分に発
揮できない場合もある。子供が性被害に遭い、その被害が継続することが、その後
の学業や就労を含め、人生に多大な負の影響を与えていることを考えれば、性犯
罪・性暴力の加害者や被害者、傍観者のいずれにもならないよう、学校教育がより
大きな役割を果たしていくことが求められる。 

⑶ 生命（いのち）の安全教育のねらい及び目標 

（令和３年４月１６日 文部科学省 指導の手引きより） 
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２ 児童生徒を取り巻く社会の状況 

    ⑴  児童生徒を取り巻く状況と課題 

  〇 全国的に性被害の事例は学校管理下でも起きており、その態様は様々であ 

る。 

○ 自分の生活を支えている人や友好的だと思っている人が加害者である場合、 

被害児童生徒が性被害であると気付いていないことがある。 

○ 実の親や義理の父親など、監護者や親族が加害者となる事例が多いという 

実態がある。 

〇 情報化の進展に伴い、性に関する情報が氾濫し、様々な情報を容易に入手 

できるようになった。 

〇 インターネットを介して、不特定多数の人と交流することにより、児童生 

徒が性被害に遭う事例が増加している。 

《学校管理下での被害の例》 

⑵ 統計からみる社会的な背景 

【出展：警察庁統計より（令和２年度調査）】 

① 児童ポルノ(※1)事犯の検挙人員 

      ・検挙人員は平成３０年度までは年々増加している。令和元年度からは、やや

減少している状況ではあるが、依然として高い状況である。 

《被害の例》

※１ 児童を被写体として性的興奮を起こさせることを目的に表現したもの 

      「児童の権利に関する条約」・「児童福祉法」・「児童虐待防止法」・「児童買春・児童ポルノ禁 

止法」における児童とは、年齢が「満18歳に満たない者」をいう。 

・小学生の同級生に、学校の階段裏に

連れていかれ、お互いふざけ半分で、

プライベートゾーンを触らせたり、触っ

たりした。 

・中学生の兄に、ベッドに連れ込ま

れ、服を脱がされ、胸や下半身を

触られたり、写真を撮られたりし

た。 

・下校中、年上の小学生に、公園のトイ

レの個室に連れていかれ、下腹部を触

るように命令された。 
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② ＳＮＳに起因する事犯の被害児童数 

・児童を標的にした事犯について、ＳＮＳに起因するものが増加傾向である。 

《被害の例》

③ 児童虐待のうち性的虐待の検挙数 

・児童虐待の件数は年々増加しており、性的虐待件数も増加している。    

《被害の例》

・SNS で知り合った男性に頼ま

れ、自分の裸の写真画像を送

信した。その後、さらに送らな

いと、写真画像を拡散すると脅

された。 

・父親に衣服を脱がされて、プ

ライベートゾーンを触られてい

る写真や動画を撮られた。 

5



84 105 90 97 142

979 1138
1257 1382 1427

0

500

1000

1500

H28 H29 H30 R1 R2

リベンジポルノに係る事案の
相談件数（件）

男性 女性

54

16.4

13.2
5.0

3.2

1.8 6.2

加害者と被害者の関係の割合（％）

交際相手（元含む）

知人友人（ネット関係のみ）

知人友人（ネット関係のみ以外）

関係（行為者）不明

配偶者（元含む）

職場関係者 その他

④ リベンジポルノ(※2)に係る事案の相談件数及び相談内容 

・相談者は女性が圧倒的に多い状況であり、加害者との関係では、交際相手 

（元含む）が半数以上を占めている。 

※２ 性的な画像等（私事性的画像記録）をその撮影対象者の同意なく、インターネットの 

掲示板等に公表する行為 

《被害の例》

・過去に交際していた相手から、復縁

を迫られ、拒否するなら、交際当時

に撮った性的な画像を拡散すると脅

された。 
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３ 各発達段階のねらい及び系統性 

⑴  各発達段階のねらい 

・生命（いのち）の安全教育を推進し、また学校教育全体で「性暴力の加害者、被害 

傍観者にならない」ための取組を進めることで、各発達段階において、以下に示す

ねらいを達成することを目指しましょう。 

発達段階 ねらい 

幼児期 ・ 幼児の発達段階に応じて、自分と他者の身体を大切にできるよ

うにする。 

小学校 低・中学年 ・ 自分と他者の身体を大切にする態度を身に付けることができる

ようにする。 

・ 性犯罪・性暴力の被害に遭いそうになったとき、もしくは被害に

遭ったときに、適切に対応する力を身に付けることができるように

する。 

高学年 ・ 自分と他者の身体を大切にすることを理解し、よりよい人間関係 

を構築する態度を身に付けることができるようにする。 

・ 性犯罪・性暴力の被害に遭いそうになったとき、もしくは被害に 

遭ったときに、適切に対応する力を身に付けることができるように

する。 

中学校 ・ 性犯罪・性暴力に関する正しい知識をもち、性犯罪・性暴力が起 

きないようにするための考え方・態度を身に付けることができるよ

うにする。 

・ 性犯罪・性暴力が起きたときに適切に対応する力を身に付けるこ

とができるようにする。 

高等学校 ・ 性犯罪・性暴力に関する現状を理解し、正しい知識をもつことが 

 できるようにする。 

・ 性犯罪・性暴力が起きないようにするために自ら考え行動しよう 

とする態度や、性犯罪や性暴力が起きたとき等に適切に対応する 

力を身に付けることができるようにする。 

参考資料：指導の手引き（文部科学省） 
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⑵ 発達の段階を踏まえた系統性（各段階における指導内容） 

〇 児童生徒の発達の段階を踏まえ、性犯罪・性暴力の加害者、被害者、傍観者にな

らないようにするために、自分も他者も尊重するあり方について、系統的に指導を

行っていきましょう。 

○ 幼児期においては、小学校への接続を意識し、生活全般を通して、プライベートゾ

ーンと関連させながら、自分や他者の身体を大切にすることを伝えていきましょう。 

〇 小学校においては、低・中学年ではプライベートゾーン、高学年ではＳＮＳの危

険性について指導内容に取り入れましょう。 

〇 中学校・高校においては、ＳＮＳ等を通じた性被害、デートＤＶ等について指導

内容に取り入れましょう。 

〇 家庭科、体育科・保健体育科、特別活動等の教科においても関連付けた指導を行

っていくことが大切です。 

また、新版いのち等の教材も積極的に活用しましょう。 

幼
児
期

小学校 中学校 高校
１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ １ ２ ３ 

指
導
内
容

自他の尊重 
（自分と他者の心・身
体の尊重） 

・か
ら
だ
の
せ
い
け
つ

・お
へ
そ
の
ひ
み
つ

・あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
ん
じ
ょ
う

・体
の
成
長
と
心

・宿
泊
行
事
前
の
保
健
指
導

・生
命
の
誕
生

・思
春
期
の
心

プライベートゾーン
（水着で隠れる部分）
ＳＮＳの危険性 

・Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
性
被
害

デートＤＶ 
・デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？

セクシュアルハラスメント
JK ビジネス（※１）
・レイプドラッグ
・酩酊に乗じた性暴力 
・ AV 出演強要

思春期健康教室 

（※１）女子高校生等（ＪＫ）を商品化し、青少年の性を売り物とする営業
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４ 指導上の留意点 

⑴  指導に当たっての留意点 

生命（いのち）の安全教育を行うに当たっては、児童生徒の身体的・精神的発達や

性的成熟には個人差があり、性に関する情報についてもその質や量の入手に差異が

あるため、これらの個人差等に十分配慮した情報の提供が必要です。そのため、生命

（いのち）の安全教育の中で使用する用語（例えば、プライベートゾーンやデートＤ

Ｖ等）については、児童生徒の発達の段階等を踏まえた指導方法の工夫が必要です。 

また、教職員と児童生徒及び保護者との信頼関係も不可欠です。保護者に対して、

お便り等を通じて事前に授業のねらいや内容について伝え、授業後もその様子を伝

える等、家庭との連携を十分に図りましょう。 

⑵  特別な配慮を必要とする児童生徒への指導 

① 性暴力被害等の経験がある児童生徒 

家庭等で被害経験（性暴力被害のみならず、身体的虐待や心理的虐待、ネグレク

トの被害を含む）がある児童生徒は、「自分の体も相手の体も大切」等の内容を理

解、実践できない可能性があります。当該児童生徒については、家庭の養育環境を

含む他の要因があることを考慮に入れて、児童相談所等の専門機関やスクールカ

ウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の専門家と連携して対応することが

重要です。 

② ＬＧＢＴＱの児童生徒 

性的指向・性自認に配慮し、児童生徒や保護者の意向等を踏まえつつ、その時々

の状況に応じて対応することが重要です。 

③ 障害のある児童生徒

障害のある児童生徒に対して、生命（いのち）の安全教育を進めていくには、

各障害の特性等を十分に踏まえた上で指導内容の選択や方法を考慮していく必要

があります。特別支援学校や特別支援学級では、知的発達が未分化な児童生徒に

対して教科別の指導よりも、各教科等を合わせた指導や自立活動を通して学習す

る方が、効果的な指導ができる場合もあります。個々の実態に応じた対応が必要

です。  

  ④ 海外から帰国した児童生徒や外国人児童生徒 

     挨拶の際の行動や、距離感等の考え方が、文化によって異なる場合があります。 

海外から帰国した児童生徒や外国人児童生徒の文化的な背景に十分配慮し、当該

児童生徒の行動が他の児童生徒からの非難の対象となったり、当該児童生徒の自

尊感情を低下させたりするようなことがないようにする必要があります。
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５ 関係機関・外部講師の活用 

⑴ 思春期健康教室 

  ① 事業目的 

本市においては、子ども家庭局と連携して思春期の子どもたちの健全な健康づく

りを支援するために、思春期の子どもが、心身の変化を正しく理解し、相手や自分

自身の心と身体を大切にすることができるよう、思春期保健健康教室を実施します。 

② 募集方法及び時期 

・４月上旬に、北九州市子ども家庭局子育て支援課より事務連絡文を送付 

   （令和３年度は、４月２日付で各学校に発送） 

③ 実施内容 

助産師等による講話、体験学習など。 

【小学校４・５年生対象（１単位時間）】 

指導項目 指導内容 

１ おなかの中のいのち 

２ 胎児の体験 

３ つながるいのち 

４ いのちのおはなし 

・いのちの始まり 

・胎児の成長（妊娠週数に応じて） 

・おなかの中を思い出してみよう 

 おなかの中の音を聞く 

 胎内のイメージ（胎児体験） 

 いのちは大切なもの 

 「自分」は大切な存在 

・赤ちゃん人形の抱っこ体験 

・いのちはつながっているよ 

自分の前には２千人もの命がある 

自分もいのちをつなぐ一員 

・いのちに関する絵本の読み聞かせ 

・いのちの「時間」を大切にしよう 

【中学校・高等学校対象（２単位時間）】 

指導項目 指導内容 

１ 自分のからだのこと 

２ 男の子の性 

女の子の性 

３ いのちについて 

・男性と女性の違い 

・変化が起こるしくみ 

・思春期は大切な時期であること 

・男の子を対象にした体の話 

・女の子を対象にした体の話 

・いのちはつながっている 

・胎児の心音を聞く 

・男女が親しくなる１２段階 

・いま、どうあるべきか考えよう 
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⑵ 性暴力対策アドバイザー事業 

 ① 事業目的 

本市においては、福岡県と連携して「福岡県における性暴力を根絶し、性被害から

県民等を守るための条例（平成 31 年福岡県条例第 19 号）」第 11 条に規定された性暴

力根絶等に関する教育活動を実施するにあたり、性暴力対策アドバイザー派遣制度を

創設し、専門家等を学校に派遣する専門家によって実施します。 

② 実施スケジュール等 

〇 １２月に県の生活安全課より希望日調査があり、実施日を決定する。 

〇 令和３年度は小倉北区のみ実施する。 

  〇 令和４年度以降市内全小・中・特別支援学校、高等学校で実施する。 

  〇 小学校は２年間で一回、中学校・高等学校は、３年間で一回実施する。 

〇 小学校は５・６年生の児童、中学校・高等学校等は全生徒を対象とする。 

   令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

小 学 校 
（５・６年）

小倉北区 
若松区・戸畑区 

八幡東区・西区 

小倉北区・南区 

門司区 

若松区・戸畑区 

八幡東区・西区 

中 学 校 小倉北区 
門司区・若松区 

戸畑区 
八幡東区・西区 小倉北区・南区 

高等学校等 実施なし 実施 実施なし 実施なし 

特別支援学校 小倉北区 
若松区・戸畑区

八幡西区 

小倉北区・南区 

門司区 

若松区・戸畑区

八幡西区 

※ 特別支援学校は障害種・校種に応じて実施

③ 実施内容 

【全体の目標】 

性に関することを含め、自分も他者も尊重するあり方を知り、具体的な場面で、 

性暴力の被害に遭わないための、人との接し方を選択することができるようにする。 

   また、被害に遭った場合でも、身を守ったり支援を求めたりしていいと思えるよ

うにするために、暴力の責任は加害者にあるという基盤のもと、性暴力についての

理解を深める。さらに、被害に遭った人が、よりつらい状況にならないように、基本

的な配慮ができるようにする。 

【各発達段階ごとの目標】 

〈小学校低・中学年〉 「大事なところ」について知る 

〈小学校高学年〉   「境界線」について知る。 

〈中学校〉      性暴力は権利の侵害であることを知る。 

〈高等学校〉     性暴力の実態と社会の取り組みを知る。 
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６ 相談機関一覧

〇 児童生徒の状況に応じて、専門機関(警察、性犯罪、性暴力被害者のためのワン 

ストップ支援センター、児童相談所等) と連携して対応しましょう。 

相談機関 機関概要 連絡先 

北
九
州
市

子ども総合センター

(児童相談所) 

児童相談所と少年支援室の機能 

保健・福祉・教育の統合による総合

的専門的支援 

８８１－４５５６ 

8：30～17：00 

(土・日・祝日・年末年始除く) 

北九州少年サポート

センター 

非行・交友・学校・家庭等の問題を

抱える少年や家族への相談。 

８８１－７８３０

9:00～17:45 

（土日祝除く） 

２４時間子ども相談ホ

ットライン 

学校や友だち等のことで悩む子ども

からの相談 

虐待に関する通報等の対応。 

８８１－４１５２ 

24 時間 365日 

子ども・若者応援 

センターＹＥＬＬ 

様々な悩みや困難を抱える、概ね15

歳以上 39 歳以下の方と家族の総

合相談窓口。 

８８２－０１８８ 

10：00~18：45 

（火～土） 

北九州市自殺予防 

こころの相談電話 

自殺を含むこころの悩みなどの相談

地域の資源・相談窓口などの情報

提供 

５２２－０８７４ 

9：00～17：00 

(月～金) 

北九州いのちの電話 様々な悩みや不安、危機に直面した

人への自殺予防の電話 

６５３―４３４３ 

毎日 24 時間対応 

（
関
係
団
体
）

ガーディアン・ 

エンジェルス 

青少年からの悩み相談 

街頭パトロール活動、応急救護活動 

防犯・犯罪情報の提供等 

活動日時：水～土 

20：００頃～4：００頃 

「セイフティ・センター魚町」 

小倉北区魚町3丁目 

３－２０ 中尾ビル 

全
国
（
管
轄
・最
寄
り
の
機
関
へ
）

性犯罪被害相談電話 性犯罪の被害等に対応 

管轄の都道府県警察につながる 

♯８１０３（ハートさん） 

※性犯罪被害相談電話

警察相談専用電話 近くの都道府県の警察本部等の総

合窓口 

♯９１１０ 

※最寄りの警察署でも対応 

性犯罪・性暴力被害

者のためのワンストッ

プ支援センター 

性犯罪・性暴力に関する相談 

産婦人科医療、相談・カウンセリング

等の心理的支援、捜査関係の支援、

法的支援等を実施 

♯８８９１（はやくワンストップ）

※全国共通番号 

※最寄りのセンターにつなが

る。 

児童相談所虐待対応

３桁ダイヤル 

虐待かもと思った時などの児童相談

所への通告・相談 

１８９（いちはやく） 

受付時間24時間 365日

※ 学校からの報告や相談は、生徒指導・教育相談課の区担当主事へ 
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実践編 
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北九州市教育委員会

小学校１年 小学校２年 小学校３年 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 中学校３年

理科 「生命のつながり」 「体のつくりとはたらき」 「生命のつながり」

家庭科、
家庭分野

「夏を涼しくさわやか
に」

「私たちの衣生活」 「幼児の生活と家族」

保健体育科
（保健分野）

「体の発育と健康」 「心の健康」
「心身の発達と心の
　健康」

「傷害の防止」

発展【探求しようよ】
・インターネットを通
じた犯罪被害の防止

道徳科
「うまれたてのいのち」

「やくそく」
「生きている」

「助かった命」 「ヒキガエルとロバ」
「交かんメール」

「限りある命」
「太陽のようなえがお
が命をつなぐ」

「命のアサガオ」
「言葉のおくり物」
「相手はどんな気持ち」

「使っても大丈夫？」

【コラム：プラット
ホーム】
・違いを意識したコ
ミュニケーション

「恋する涙」

【コラム：プラット
ホーム】
・インターネットでの
情報発信

「自分・相手・周りの
人」
【コラム：プラット
ホーム】
・私たちは、なぜ人を
攻撃するの？

「体の成長と心」
「宿泊行事前の保健指導」

「生命の誕生」
「思春期の心」

「男女の仲について考
えよう」
「デートDVって何？」

「生命の誕生」
「SNSを通じた性被害」

「性的欲求と性行動」
「男女相互の理解と

協力」

子ども
つながり

プログラム
「タッチングゲーム」 「いろんなきもち」 「こんな方法があるよ」

「怒りのきもちをコン
トロールしよう」

「ちょっと落ち着いて」
「相手はどんな気持ち」
「こんな方法があるよ
２」

「思い込みは禁物！冷
静に分析しよう」

「ちがいのちがい」
「誰にでもできるセル
フコントロール」

「上手な断り方」
「気持ちのコントロー
ル」

新版いのち

「あなたのいろわたしのい
ろ」
「あったかことば」
「あしあと」
「いま、どんな気もち？」

「おへそのひみつ」
「ともだちパワー」

「なんでわたしはだめな
の」
「思いこみやきめつけに
ついて考えよう！」
「もっとつたえたいな」

「本当の友達とは？」

「男と女でなく人間と
して」
「エイズ、あなたなら
どうしますか？」

「生命って何？」
「インターネットの光
と影」

「何だか違う気がする
んだけど」

レッツ
ひびき愛

「あかちゃんのたん
じょう」

思春期健康教室　※子育て支援課主催〈申し込みが必要〉

※　水泳学習・身体測定・宿泊学習等の機会と関連付けるなど、適切にカリキュラムマネジメントして指導すること。

７ 「生命（いのち）の安全教育」小学校・中学校の指導計画例

「あれ？おかしいことはないかな？」
「自分らしさってなんだろう？」
「家の家事は、だれがするの？」

「家事は誰の仕事？」
「心と体を大切にしていますか？」
「ＬＧＢＴＱってなんだろう？」

・自分と他者の身体を大切にする態度を身に付ける。
・性犯罪・性暴力の被害に遭いそうになったとき、もしくは被害に遭ったときに、
   適切に対応する力を身に付ける。

・自分と他者の身体を大切にすることを理
　解し、よりよい人間関係を構築する態度
　を身に付ける。
・性犯罪・性暴力の被害に遭いそうになっ
　たとき、もしくは被害に遭ったときに、
　適切に対応する力を身に付ける。

・性犯罪・性暴力に関する正しい知識をもち、性犯罪・性暴力が
　起きないようにするための考え方・態度を身に付ける。
・性犯罪・性暴力が起きたときに適切に対応する力を身に付ける。

ねらい

教
材
等

思春期健康教室　※子育て支援課主催〈申し込みが必要〉

教
科
等

特別活動
(学級活動)

「からだのせいけつ」 「おへそのはなし」
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８ 幼児期における指導上の配慮例 

⑴  幼児期における指導上の「ねらい」 

○ 幼児の発達段階に応じて、自分と他者の身体を大切にできるようにする。 

⑵ 指導上の配慮例 

 ① プライベートゾーンに関する配慮例 

  ・他人のからだを突然触らないように指導する。 

・水着で隠れる部分について、他人に触らせないように指導する。 

・更衣をする際に、パーテーションで区切るなどの工夫をする。 

② プール活動に関する配慮例 

  ・外部から見えない位置でシャワーを利用させる。 

  ・教室移動の際は、タオルで体を覆って移動させる。 

③ 性別への固定観念に関する配慮例 

  ・整列時の並び方は性別で分けないようする。 

・セーラー服の胸元のラインカラーを統一の色にする。 

・帽子の色を統一の色にする。 

⑶ 指導教材例 

○ 教材名「赤ちゃんの生まれる日」

（幼児・児童対象人権教育指導資料 第四集「あそぼう」より） 

・新しいいのちが生まれることの大切さを知り、自分を取り巻く家族の愛情や命

の大切さに気付かせる。 

紙芝居の教具 
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第１学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「からだのせいけつ」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

体を清潔に保つとともに、プライベートゾーンを守る大切さについて気付くことができるように

する。 

⑵ 準 備  

「からだのせいけつ」スライド、スライドのイラスト、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．スライド２を見て、遊んでいる時の

様子から、体の清潔について考え、本

時のめあてを確認する。

２． 「からだのせいけつ」のスライド

１４まで見て、体を清潔にする大切さ

について考える。

３．体を清潔に保つ方法について話し合

う。 

 ⑴ ペアで体が汚れている時にどう

したらよいか話し合う。 

 ⑵ 全体で話し合う。 

４．「からだのせいけつ」のスライド１５

から P２２まで見て、プライベートゾ

ーンについて知る。

５．これからの自分の目標を書き、発表

する。

○ 本時のめあての方向性をつかむことができるように

するために、イラストから遊んだ後の体の様子について

問いをもつような発問をする。

○ 体を清潔に保つことの大切さに気づくことができる

ようにするために、「からだのせいけつ」のスライドを

活用する。

★ スライドに集中することができるように、席を前にす

るなど他の児童が目に入らないような工夫を行う。

★ ペアで話合いができるように、友達の言葉を言い換え

たり補足して説明したりする。 

○ 体の場所によってきれいにする方法が違うことに気

づくことができるようにするために、発表したものを板

書で体の部位ごとに整理する。 

○ 体を清潔にすることは、自分の体を大切にすることに

つながることに気づかせ、お互いのプライベートゾーン

を守る大切さについて話をするようにする。

○ 体を清潔に保つために自分にできることを意思決定

することができるようにするために、スライドのイラス

トなどを用いて発表する時間を設定する。

６．本時の振り返りをする。

【思】 体を清潔にし、自分の体を大切にするために、自

分にできることを考えている。（学習プリント） 

めあて からだのせいけつについてかんがえよう。

９ プレゼンテーション教材活用の指導案例

【小学校】 
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第２学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「おへそのはなし」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

へその役割やお母さんの体の中の様子について知り、生きることの素晴らしさを感じ命の大切さ

気付くことができるようにする。 

⑵ 準 備  

「おへそのはなし」スライド、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．１年生「からだのせいけつ」をふり

返り、「おへそのはなし」スライド２を

見て、おへその役割について考え、本

時のめあてを確認する。

２．「おへそのはなし」のスライド１０

まで見て、おへその役割について考え

る。

３．へその役割や命の大切さについて話

し合う。 

 ⑴ ペアでへその役割や命の大切さ

について話し合う。 

 ⑵ 全体で話し合う。 

４．「おへそのはなし」のスライド１１か

ら１７まで見て、プライベートゾーン

について知る。

５．これからの自分の目標を学習プリン

トに書く。

○ 本時のめあての方向性をつかむことができるように

するために、新版いのち「おへそのひみつ」と関連付け、

へその役割に問いをもつような発問をする。

○ へその役割に気づくことができるようにするために、

「おへそのはなし」のスライドを活用する。

★ スライドに集中することができるように、席を前にす

るなど他の児童が目に入らないような工夫を行う。

★ ペアで話合いができるように、友達の言葉を言い換え

たり補足して説明したりする。 

○ へその役割や命の大切さについて感じることができ

るように、家庭で聞いてたことや道徳科などでの学習経

験を発表させ、全体で共有して話し合いを行う。 

○ へそを通して、母親から大切に育まれた命であること

を十分に感じさせたうえで、プライベートゾーンについ

て確認しながら、お互いの体を守る大切さについて話を

するようにする。

○ 生命の大切さを感じ、命を大切に過ごしていくために

自分にできることを意思決定することができるように、

イラスト入りの学習プリントを活用する。

６．本時の振り返りをする。

【思】 へその役割などから生命の大切さを感じ、命を大

切に過ごしていくために自分にできることを考え

ている。（学習プリント）

めあて おへそのやくわりについてかんがえよう。

【小学校】 
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第３学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「あかちゃんのたんじょう」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

長い時間母親のおなかの中で成長していることについて知り、生命の尊さを感じ、生命を大切に

することができるようにする。 

⑵ 準 備  

「あかちゃんのたんじょう」スライド、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．２年生の学習（おへそのはなし）を

ふり返り、スライド３を見て本時のめ

あてを確認する。

２．スライド１０まで見て、赤ちゃんの

成長する様子や誕生する様子につい

て考える。

３．赤ちゃんが成長する様子について話

し合う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド１７まで見て、プライベー

トゾーンを守ることの大切さについ

て再認識する。

５．これからの自分の目標を学習プリン

トに書く。

６．本時の振り返りをする。

○ 本時めあての方向性をつかむことができるように、

「あかちゃんのたんじょう」スライド３を提示して、へ

その役割について問いをもつような発問を行う。

○ 生命の尊さについて考えることができるようにする

ために、道徳科「助かった命」と関連付けて話をする。

★ スライドの内容を正しく理解することができるよう

に、反応を見ながら適宜わかりやすい言葉で説明を加え

る。

★ ペアで話合いができるように、友達の言葉を言い換え

たり補足して説明したりする。 

○ 長い時間かけてお母さんのおなかの中で成長してい

ることに気付くようにするために、イラストを用いて時

系列に板書で整理する。 

○ 赤ちゃんが成長する様子から、命が尊く、大切である

と感じさせたうえで、お互いのプライベートゾーンを守

る大切さについて話をするようにする。

○ 生命の尊さを知り、今後の目標を意思決定することが

できるようにするために、学習プリントを活用する。

【思】 赤ちゃんが成長する様子から、命が尊く、大切で

あることを感じ、生命を大切にするために自分にで

きることを考えている。（学習プリント）

めあて あかちゃんのたん生について考えよう。

【小学校】 
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第４学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「体の成長と心」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

成長するとともに、体や心が変化することを知り、成長には個人差があり互いを認め合う気持ち

が大切であることについて気付くことができるようにする。 

⑵ 準 備  

「体の成長と心」スライド、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．３年生の学習（あかちゃんのたんじ

ょう）をふり返り、スライド「体の成

長と心」２を見て本時のめあてを確認

する。

２．スライド１５まで見て、体が変化す

るとともに、心も変化することについ

て考える。

３．体が変化するとともに、心も変化す

ることについて話し合う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド２２まで見て、プライベー

トゾーンを守ることの大切さについ

て再認識する。

５．これからの自分の目標を学習プリン

トに書く。

６．本時の振り返りをする。

○ 本時めあての方向性をつかむことができるように、

「体の成長と心」スライド４を提示して、体育科「体の

発育と健康」と関連付け、体の変化について問いをもつ

ような発問を行う。

○ 体が変化することはごく自然なことであり、それに伴

って心も変化することに気付くことができるようにす

るために、「体の成長と心」のスライドを活用する。

★ ペアで話合いができるように、友達の言葉を言い換え

たり補足して説明したりする。 

○ 体が変化するとともに、心も変化することに気付くこ

とができるようにするために、発表したものを体と心を

関連付けながら板書で整理する。 

○ 体の変化や心の変化に気付き、お互いの心や体を大切

さに気付かせたうえで、プライベートゾーンを守る大切

さについて話をするようにする。

○ 今後の目標を意思決定することができるようにする

ために、学習プリントを活用する。

★ 書くことが苦手な児童には、イラストカード等を用い

て、意思決定できるようにする。

【思】 成長には個人差があるので、互いを認め合うため

に自分にできることを考えている。（学習プリント）

めあて 体と心の変化について考えよう。

【小学校】 
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第５学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「生命の誕生」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

受精までの過程や赤ちゃんが成長する過程について知り、生命が誕生する神秘さに気づき、自分

の命の大切を考えることができるようにする。 

⑵ 準 備  

 「生命の誕生」スライド、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．４年生の学習（体の成長と心）をふ

り返り、スライド３を見て本時のめあ

てを確認する。

２．スライド１６まで見て、生命が誕生

する神秘さに気づき、自分の命の大切

さについて考える。

３．生命の尊さや大切さについて話し合

う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド２４まで見て、自分や他者

の命の尊さについて再認識する。

５．これからの自分の目標を学習プリン

トに書く。

６．本時の振り返りをする。

○ 本時めあての方向性をつかむことができるように、ス

ライド３を提示して、道徳科「限りある命」と関連させ

ながら、生命の尊さや大切さについて問いをもつような

発問を行う。

○ 生命が誕生する神秘さに気づき、自分の命の大切さに

気づくことができるようにするために、「生命の誕生」

のスライドを活用する。

★ ペアで話合いができるように、友達の言葉を言い換え

たり補足して説明したりする。 

○ 生命が誕生するまでの長い時間の中で、多くの人との

かかわりを理解することができるようにするために、発

表したものを板書で整理する。 

○ 自分や他者の命を大切にすることができるように、プ

ライベートゾーンについて振り返ったり、ＳＮＳの安全

な使い方について確認したりする。

○ 生命の尊さを知り、いのちを大切に過ごしていこうと

今後の目標を意思決定することができるようにするた

めに、学習プリントを活用する。

【思】 生命が誕生する神秘さに気づき、自分の命を大切

にするためにできることを考えている。（学習プリ

ント）

めあて 生命の誕生について考えよう。

【小学校】 
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第６学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「思春期の心」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

思春期の心の変化について脳やホルモンの働きによって男女で違いがあることについて気付く

ことができるようにする。 

⑵ 準 備  

「思春期の心」スライド、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．５年生の学習（生命の誕生）をふり

返り、スライド３を見て本時のめあて

を確認する。 

２．スライド２１まで見て、思春期の心

の変化と体の変化について考える。

３．思春期の心について話し合う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド２９まで見て、自分や他者

の命を大切にすることについて再認

識する。 

５．これからの自分の目標を学習プリン

トに書く。 

６．本時の振り返りをする。 

○ 本時めあての方向性をつかむことができるように、

「思春期の心」スライド３を提示して、レッツ「男の子

女の子」と関連させ、思春期の心について問いをもつよ

うな発問を行う。 

○ 思春期の心の変化と体の変化に気づくことができる

ようにするために、「思春期の心」のスライドを活用す

る。 

★ ペアで話合いができるように、友達の言葉を言い換え

たり補足して説明したりする。 

○ 思春期の心の変化と体の変化に気づくことができる

ようにするために、発表したものを板書で整理する。 

○ 思春期に起こる体や心の変化を理解し、心や体が大切

であることを考えたうえで、自分や他者の命を大切にで

きるようにする。 

○ プライベートゾーンや、ＳＮＳの安全な使い方につい

て関連付けて考えることができるようにする。 

○ 思春期の体や心の変化を知り、今後の目標を意思決定

することができるようにするために、学習プリントを活

用する。 

【思】 思春期の心の変化について、男女で違いがあるこ

とに気付き、自分や他者の命を大切にするために自

分にできることを考えている。（学習プリント） 

めあて 思春期の心について考えよう。

【小学校】 
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第〇学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「SNS 等を通じた性被害」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

ＳＮＳを通したトラブルに巻き込まれないような正しい知識を身に付けるとともに、トラブルに

あった時には、身近な人や相談窓口に相談することができるようにする。 

⑵ 準 備  

「ＳＮＳ等を通した性被害」スライド、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．ＳＮＳについて知っていることや身

近な例について話し合い、本時のめあ

てを確認する。 

２．スライド７までを見て、ＳＮＳ等を

通した性被害について考える。 

（ショートの場合は時間に応じて事例

を取り上げ考える場を設定する。）

３．スライド８、９を見て、それぞれの

事例について話し合う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド P11 を見て、相談方法につ

いて知る。 

５．これからの自分の行動について学習

プリントに書く。 

６．本時のふり返りをする。 

○ 本時めあての方向性をつかむことができるように、実

際に体験したＳＮＳでのトラブルや、新聞などの記事を

取り上げ、ＳＮＳ等を通した性被害について問いをもつ

ような発問を行う。 

○ ＳＮＳ等を通した性被害について正しい知識を身に

付けることができるようにするために、「ＳＮＳ等を通

した性被害」のスライドを活用する。 

★ 個人の情報についてプライバシーを保つことは大切

であることを伝え、必要な情報の中で伝えてよいものだ

けを伝えるよう促す。また、事例について補足して説明

したり、身近な例を紹介したりする。 

○ 事例を通して、自分の生活と結びつけて考えるため

に、話合いが進んだペアを指名し、全体で共有する。 

○ 困ったときには、相談できる身近な人がいることや相

談できる場所があることを知らせる。 

○ 今後のＳＮＳを利用するときの自分の行動について

考えることができるように、学習プリントを活用する。

【思】 トラブルに巻き込まれないようにしたり、身近な

人等に相談したりするため、自分にできることを考

えている。（学習プリント） 

めあて SNS 等を通した性被害について考えよう。

【中学校・高等学校】 
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第〇学年○組 学級活動指導案 

１．題材名  「デートＤＶって何？」

２．本時の学習

⑴ ねらい  

デートＤＶについて知り、相手を思いやる気持ちや自分の気持ちを相手に伝えることが大切だと

気付くことができるようにする。 

⑵ 準 備  

 「デートＤＶって何？」スライド、「まんがで学ぼう！デートＤＶと性暴力」冊子、学習プリント 

⑶ 展 開  

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法）

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場面

での支援のポイント

１．「デート」の言葉から連想されるもの

を話し合い、本時のめあてを確認す

る。

２．スライド１１まで見て、なぜデート

ＤＶが起こるのか考え、自分たちの生

活と結んで考える。

３．加害者にも被害者にもならないため

にどうすればよいかについて話し合

う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド１６を見て、デートＤＶに

ついて再認識する。

５．これから自分が気を付けていきたい

ことを学習プリントに書く。

６．本時の振り返りをする。

○ 本時めあての方向性をつかむことができるように、デ

ートについて話し合い、生徒のイメージを膨らませなが

ら、デートＤＶについて問いをもつような発問を行う。

○ デートＤＶがどうして起こるのかということに気づ

くことができるようにするために、「デートＤＶって

何？」のスライドを活用する。

★ 実際の場面を想像することができるように、簡単なロ

ールプレイを行ったり、スライドのイラストを見て一緒

に考えたりする場面を設定する。 

〇 デートＤＶは加害者が気づいていないうちに起こっ

ていたり、相手のことを思うがゆえに起こってしまった

りすることを、ロールプレイなどを通して捉えることが

できるようにする。 

○ 性被害の加害者にも被害者にもならないために、相手

の気持ちを考えて行動したり、自分の気持ちを上手に相

手に伝えることの大切さを確認したりする。

○ 性被害の加害者にも被害者にもならないために、今後

気を付けていきたいことを意思決定することができる

ようにするために、学習プリントを活用する。

【思】 デートＤＶについて知り、相手を思いやったり、

自分の気持ちを相手に伝えたりするために自分に

できることを考えている。（学習プリント） 

めあて デート DV について考えよう。

【中学校・高等学校】 
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「生命（いのち）の安全教育」実践事例 
１ 日時 令和３年１０月５日（火）   

２ 実践 霧丘小学校 4年生〈於：４年１組教室〉 

３ 題材 「あかちゃんのたんじょう」（特別活動） 

４ ねらい 

  長い時間母親のおなかの中で成長していることについて知り、生命の尊さを感じ、生命

を大切にしていこうとすることができるようにする。 

５ 授業の流れ 

主な学習活動・内容 
○ 指導・支援上の留意点  
★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難と
される場面での支援のポイント

１．２年生の学習（おへそのはなし）
をふり返り、スライド「あかちゃ
んのたんじょう」４を見て本時の
めあてを確認する。 

２．スライドを見て、赤ちゃんの成
長する様子や誕生する様子につ
いて考える。 

３．赤ちゃんが成長する様子につい
て話し合う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プ
リントに書く。 

 ⑵ 全体に発表する。 

４．スライドを見て、プライベート
ゾーンを守ることの大切さにつ
いて再認識する。 

５．これからの自分の目標を学習プ
リントに書く。 

６．本時のまとめをし、ふり返りを
する。 

● 本時めあての方向性をつかむことができるように、
「赤ちゃんのたんじょう」スライドを提示して、へ
その役割について問いをもつような発問を行う。 

★ スライドの内容を正しく理解することができるよ
うに、反応を見ながら適宜わかりやすい言葉で説明
を加えたりする。 

○ 長い時間かけてお母さんのおなかの中で成長して
いることに気付くようにするために、イラストを用
いて時系列に板書で整理する。 

○ 性被害の加害者や被害者にならないようにするた
めに、お互いのプライベートゾーンを守る大切さに
ついて話をするようにする。 

○ 生命の尊さを知り、今後の目標を自己決定するこ
とができるようにするために、学習プリントを活用
する。 

めあて あかちゃんのたんじょうについて考えよう。 

まとめ 赤ちゃんがたん生するまでの成長がわかり、命の大切さを感じたので、
自分や友だちの命を大切にする。 

【小学校】 

１０ 指導案の活用事例 
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６ 授業の実際 

７ 児童の振り返りより 

○ 導入 
・おへそのある動物クイズから授業が始まり、児童の活発な 

発言が飛び交いました。既習内容である、おへその秘密を 

振り返りながら、児童の関心を高めています。 

 ・あかちゃんの成長の様子を学ぶ時間では、先生が用意した 

0.01 ㎜の穴をあけた紙を、児童たちは食い入るように見 

て、「いのちの始まり」の最初の大きさに驚いていました。 

○ 展開 
・あかちゃんの成長過程を学ぶスライドでは、イラスト 

だけでなく、実際のＣＴ画像等を見せながら、頭の位置、 

目の位置などを児童とともに確認しながら、成長の確認 

をして、興味を引き出しています。特に、手の形がはっ 

きりした写真や、表情がわかる写真が出てきたときには、 

「あ、ほんとだ！」などの声が上がっていました。 

○ まとめ 
・自分やクラスメートが、お母さんのおなかの中で大切に 

育てられたことに気付かせ、自分や他者を思いやることへ 

とつなげていました。また、その際、プライベートゾーン 

の事に触れ、今後の自身の思いやりのある行動につなげて 

いこうとする児童の姿が見られました。 

・はじまりは 0.1 ㎜と、とても小さかったけど、10 か月くらいして、ゆっくり大きく

なっているということを初めて知りました。 

・私はもっと早く生まれて、早く成長すると思っていたからびっくりしました。 

・今までも、もちろん命を大切にしていたけど、お母さんは痛い思いまでして産んでく

れたから、これからも命を大切にしたいと思いました。 

・あかちゃんが生まれるまで、お母さんが大事に 10か月くらいもおなかの中で育てて

くれたと改めて分かりました。 

・プライベートゾーンというものがあることを知りました。この学習で、自分をもっと

大切にしようと思いました。 

・この勉強で感じたことは命の大切さについてです。あかちゃんの成長のことや、プラ

イベートゾーンはさわっちゃだめだよ（自分以外）っていうことを、いろいろな人に

伝えていきたいです。 
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「生命（いのち）の安全教育」実践事例 
１ 日時 令和３年９月２８日（火）      

２ 実践 高須中学校 1年生〈於：１年３組教室〉 

３ 題材 「デートＤＶって何？」（特別活動） 

４ ねらい 

   デートＤＶについて知り、相手を思いやる気持ちや自分の気持ちをしっかり相手に伝

えることが大切だと気づくことができるようにする。 

５ 授業の流れ 

主な学習活動・内容 

○ 指導・支援上の留意点  

★ 特別な教育的支援を要する児童・生徒への特に困難とされる場

面での支援のポイント

１．「デート」の言葉から連想されるも

のを話し合い、本時のめあてを確認

する。 

２．スライド１１まで見て、なぜデー

トＤＶが起こるのか考え、自分たち

の生活と結んで考える。 

３．加害者にも被害者にもならないた

めにどうすればよいかについて話し

合う。 

 ⑴ 自分の考えや経験を学習プリン

トに書く。 

 ⑵ ペアで話し合う。 

 ⑶ 全体に発表する。 

４．スライド 18 を見て、デートＤＶ

について再認識する。 

５．これから自分が気を付けていきた

いことを学習プリントに書く。 

６．本時のふり返りをする。 

○ 本時めあての方向性をつかむことができるよう

に、デートについて話し合い、生徒のイメージを膨ら

ませながら、デートＤＶについて問いをもつような

発問を行う。 

○ デートＤＶがどうして起こるのかということに気

づくことができるようにするために、「デートＤＶっ

て何？」のスライドを活用する。 

〇 中学生に起こりやすい場面を想定し、どのような

対処をするのかを考え、プリントにまとめ、班の仲間

と意見交換を行わせる。 

○ 性被害の加害者にも被害者にもならないために、

相手の気持ちを考えて行動したり、自分の気持ちを

上手に相手に伝えることの大切さを確認したりす

る。 

○ 性被害の加害者にも被害者にもならないために、

今後気を付けていきたいことを自己決定することが

できるようにするために、学習プリントを活用する。 

【中学校】 

めあて デートDVって何だろう。 

まとめ 好きな相手だからこそ相手のことを考えた行動をすることや自分の気持
ちを上手に相手に伝えるようにしよう。 
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６ 授業の実際 

７ 生徒の振り返りより 

○ 導入 
・「デート」と「DV」について、それぞれの印象を連想 

させることから授業が始まりました。特に、先生からの 

「色に例えると？」との問いには、「デート」はピンク、 

「DV」は黒という対照的な色が生徒の発言から引き出 

されました。この対照的な言葉を組み合わせ、生徒の興 

味をうまく引き出しながら『「デートＤＶ」って何だろう』 

というめあてに導いていました。 

○ 展開 
・「デートＤV」について、例え話を交えながら、種類や内容 

を伝えていました。 

 ・身近なこととして考えさせるために、シチュエーション 

を設定して、この場面では自分ならどう行動するかを考 

えさせ、ワークシートに記入させていました。 

 ・ワークシートに書いた自分の考えを、班の生徒と共有し、 

  班でミニホワイトボードにまとめて、発表していました。 

○ まとめ 
・好きな相手だからこそ、「意見が違っても、互いの意 

見を尊重する。嫌なことはNOと言える。気持ちを理 

解するように努力する。」など、生徒が自らの言葉で、 

まとめに向かっていました 

・楽しいと思っていたはずの「デート」が「DV」がつくだけで真っ暗で楽しくないもの

になることが分かりました。 

・殴ることが暴力だと思っていたけど、他にも精神的な暴力や経済的、性的な暴力があ

ることを知りました。 

・お金を相手に無理やり払わせることも「デートＤV」に入ると知りました。恋人同士

であっても、お互いがお互いの所有物ではなし、自分がえらいとかはないので、そう

いうことをしっかり理解してほしいと思いました。 

・しっかり自分の意見も言い、相手の意見も理解して、お互いが気持ちを理解し、お互

いが心地良い関係にしていけるようにしたいと思いました。 

・デートDVを防ぐためには、自分の気持ちを伝えて、相手の気持ちを考え、我慢をし

ないことが大切だと思いました。そして、自分の心もコントロールしようと思いまし

た。 
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  「生命（いのち）の安全教育」実践事例 
１ 日時 令和３年１０月１３日（水）   

２ 実践 八幡特別支援学校 （知的障害）小学部 6学年〈於：２階フロア〉 

３ 題材 「プライベートゾーンについて知ろう」（特別活動） 

４ ねらい 

・自分の体の成長に気付いたり、男女の体の違いを知ったりするようにする。 

・男女が分かれる場所やその理由に気付き、プライベートゾーンについて考えるようにする。 

５ 授業の流れ 
学習活動 ○ 指導・支援上の留意点 

１．はじめの挨拶をする。 

２．めあてを確認する。 

３．男女の体の違いや今後の
変化を知る。（昨年の復
習） 

４．男女で分かれている場所
について考える。 

Q．なぜ分かれているのだろ
う？ 

５．プライベートゾーンにつ
いて知る。 

６．本時の学習のまとめと次
時の学習の予定を知る。 

７．おわりの挨拶をする。 

○ 日直に注目できるようにする。 

○ 男女の体の特徴やこれからどう体が変化していくのか、イラス
トを使って説明する。 
○ 【男の子】ひげ、わきげ、すねげが生えてくる、のどぼとけがお
おきくなる（声変わり）、性器が発育する、筋肉質になる、胸毛が
生えるなどを確認する。 
【女の子】胸がふくらむ、おしりが大きくなる、からだがふっくら
まるくなること等を確認する。 

○ 関心をもてるよう、修学旅行とからめて話をする。 
○ 修学旅行の行程表を見せ、男女で分かれて行動するところを見
つけるよう促す。（トイレ、部屋、お風呂など） 

○ 理由を考えさせ『プライベートゾーン』という言葉を引き出す。 

○ イラストで確認しながら、水着や下着で隠すところ＋口がプライベ
ートなところで、自分だけが見たり触ったりしてよい大切なところ
であることを伝える。 

 ※ 文科の資料では、「口や顔も大切」との記載があります。 

○ 今日学んだ体の変化は病気ではなく、大人へ成長している証
拠。心配になったら恥ずかしがらずに両親や先生に伝えるよう教
える。 

【まとめを掲示】 ５つのだいじ 

○ 次回はプライベートゾーンを守るために気を付けることや、修
学旅行のお風呂の入り方について学習することを伝える。 

○ 日直に注目できるようにする 

【特別支援学校】

めあて：からだのヒミツをまもる ほうほうをしろう

みない・みせない・さわらない・さわらせない・ 
いつもきれいに
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６ 授業の実際 

７ 児童の様子 

○ 導入 
・5年生の既習内容の復習として、男女の体の特徴を、イラス 

トなどの掲示物を用いながら、説明していました。その際、 

児童と会話のキャッチボールをしながら、発言を引き出すよ 

うに心がけ、児童の興味を高めています。 

 ・さらに、自分事として関心が持てるように、修学旅行とつな 

がるように話が進んでいきました。意図的に修学旅行の前に、授業日を設定をすることも

授業を設定することも工夫の一つです。 

○ 展開 
・修学旅行の行程表の中から、男女で分かれて行動するところ 

を皆で考えていました。児童からは、「トイレ・部屋・お風 

呂」などの発表があり、その結果から、なぜ分かれているの 

かを考えることにつなげています。 

 ・着替えの場面を想起させたときは、児童から「見られたら恥 

ずかしい」という発言があり、そこから、プライベートゾー 

ンは自分だけが見たり触ったりしてもよい大切な場所である 

ことへとつなげていました。 

○ まとめ 
・めあてにあるキーワード「からだのヒミツ」を使って、先生 

から「ヒミツは守るもの」という発言があり、その言葉を児 

童はうなずいて聞いていました。そのあと、「【まとめ】5つ 

のだいじ」を児童の発言から引き出すように言葉かけをして 

いました。 

 ・最後に、先生や家族など、身近な大人に相談することにつな 

げて終わっているところは、大切なポイントです。

・既習内容の復習の問いかけに対して、一生懸命思い出しなが

ら、積極的に発言する様子が見られました。 

・修学旅行を非常に楽しみにしている様子で、修学旅行の自分

をイメージすることで、学習に対する意欲が高まったよう

です。 

・先生が、児童の視点を適宜変えながら授業を進行していた

ため、児童の集中力が途切れずに、最後のまとめまで授業

に参加していました。 
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